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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（毎月決算型） 

 

 
 

第214期（決算日：2022年７月11日） 

第215期（決算日：2022年８月10日） 

第216期（決算日：2022年９月12日） 

第217期（決算日：2022年10月11日） 

第218期（決算日：2022年11月10日） 

第219期（決算日：2022年12月12日） 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（毎

月決算型）」は、去る12月12日に第219期の決算を行い

ましたので、法令に基づいて第214期～第219期の運

用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／内外／不動産投信 
信託期間 無期限（2004年７月２日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運用方法 

・世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地
域、セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別
銘柄を選定するという、２つのアプローチ（運用手
法）の融合によって行います。 

・相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、
安定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を
目指します。 

・実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジ
を行いません。 

・マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モル
ガン・スタンレー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・インベストメ
ント・マネジメント・リミテッドおよびモルガン・
スタンレー・インベストメント・マネジメント・カ
ンパニーに委託します。また、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメント・リミテッ
ドは運用指図に関する権限の一部を、ＭＳＩＭファ
ンド・マネジメント（アイルランド）リミテッドに
更に委託することができます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・マザーファンドへの投資割合は、制限
を設けません。 

・投資信託証券への実質投資割合は、制
限を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・同一銘柄の投資信託証券（マザーファ
ンドを除きます。）への実質投資割合
は、当ファンドの純資産総額の10％以
内とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分配方針 

毎月10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、
収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額
の範囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益
を含みます。）等の全額とします。基準価額水準・市
況動向等を勘案して、分配金額を決定します。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-149024-0000-20221212◇ 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期（過去６ヵ月間）の運用で主眼におい
たポイントをご説明させていただきます。

不動産への直接投資と比較して割安と判断される
銘柄を中心に投資を行いました。

【第219期末における主なリート市場への投資比
率と投資のポイント】

◎北米（アメリカ71.2％、カナダ1.8％）
　アメリカ市場においては、金利急騰や景気後退
懸念の高まり、センチメント悪化などの影響によ
り、2022年10月にかけて下落した後、堅調な企
業決算の発表や、インフレのピークアウト期待、
当局のハト派的な発言を受け、回復基調となりま
した。金利急騰を受けた資金調達コストの上昇で
不動産取引が低調なため、不動産評価が難しく
なっており、当面は上場不動産・リートの買収も
手控えられると見ています。2023年になり当局の
金融引き締めのペース鈍化が明確になるにつれて、
不動産取引の正常化が進むと想定されます。引き
続き私募不動産ファンドの投資待機資金は約
4,000億ドルと高水準であることから、正常化が
進む中、純資産価値（ＮＡＶ）と比較して投資口
価格が割安な上場不動産・リートを買収する動き
が強まると予想されます。
　産業用施設の業績は好調を維持しています。大
手産業用施設リートによる外部成長ガイダンスの
引き下げや、電子商取引（ｅコマース）の成長鈍
化懸念などを受け2022年９月末にかけて投資口価
格は軟調な展開となりましたが、10月以降回復基
調となりました。金利上昇ペースの鈍化が予想さ
れる中、依然として長期的な成長トレンドが見込
まれる同不動産用途には多くの投資家の注目が集
まっています。同不動産用途の稼働率は97.7％、
契約家賃と足元の市場実勢の差は30％超と好調で
す。

　住宅の業績はまちまちでした。米国の同不動産
用途の稼働率は高水準にあり家賃上昇も続いてい
るものの、上昇ペースが鈍化しました。また金利
上昇から住宅市場に対する警戒感は強く住宅は軟
調に推移しました。
　オフィスはマクロ面の逆風の影響からリース活
動や稼働率、キャッシュフローの成長率といった
指標で見ると失速しました。在宅勤務の普及は、
オフィスの需要に対してネガティブに作用するも
のと予想されています。また、健康やウェルネス、
安全性への意識の高まりは、オフィス需要の減退
を一部相殺する可能性があります。労働市場では、
レイオフや新規雇用の凍結などが徐々に始まって
きています。
　小売りについては、食品スーパー等を中核テナ
ントに持つショッピングセンターやモールの来店
客数の回復が続いています。ｅコマースの普及に
より長期的な逆風が続いている一方、コロナ禍で
はブランド認知度向上などの点で実店舗の重要性
が強調されており、小売り業者は実店舗の意義を
再評価しています。

◎オーストラリア　6.0％
　オフィスの現在の不動産価格は引き続き堅調に
推移している一方で、今後は新規供給、需要の低
迷、金利上昇により、価値下落圧力が強まること
が予想されます。小売りは、長期的な課題は残る
ものの、キャッシュフローや稼働率は改善傾向に
あり、物件価格は底を打ったようにみえます。一
方、都市中心部の小売りは、海外旅行客の減少に
よりしばらくはプレッシャーを受けると思われま
す。

◎日本　9.2％
　東京を中心とするオフィス市場は、在宅勤務が
普及しにくい文化・社会的な背景も手伝い世界最
低水準の空室率を誇っており、引き続き世界的な
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

投資資本の流入が見られます。アジアのリート市
場のなかでは、依然としてＮＡＶとのバリュエー
ション比較などから相対的に投資妙味が薄い一方
で、円安や低い借入コストから海外からの投資フ
ローは続くと見られるため、過度な投資比率の削
減は行わない方針です。

◎アジア（除く日本）（シンガポール2.5％、香港
1.9％）
　シンガポール市場では、2022年７－９月期のオ
フィス不動産取引が前年比＋98％と回復しました。
シンガポールは地政学リスクの低い安全な投資先
と見られています。一方、香港では依然として地
政学リスクが懸念されます。小売りは、コロナ関
連の規制解除により中国本土との往来が再開され
れば、売上改善が見込まれます。

◎欧州（イギリス4.2％、フランス0.6％など）
　インフレ率の大幅上昇と利上げを受けて大きく
下落しました。一方、足元では不動産売買の回復
が見られており、2022年初来で見ると例年より比
較的高い水準の取引金額となっています。オフィ
スでは、大陸欧州のリモートワークの影響は、米
国またはイギリスの影響よりも緩やかな一方、長
期に渡ると予想されます。大陸欧州の不動産会社
は業績発表でテナント需要の増加に言及していま
す。従業員のオフィスへの復帰が進み、特にクオ
リティの高い物件で需要増が顕著です。ロンドン
のオフィステナント需要は二分化し、「グリー
ン」な（地球環境に配慮した）クラス最高のビル
が好調です。
　大陸欧州の小売りは、客足や売上など長期的な
課題は残るものの、現状はコロナ禍前の水準から
は大きく悪化した水準にはありません。イギリス
では、ショッピングセンターの賃料・価格のさら
なる下落が予想されますが、大型ショッピングセ

ンターには安定の兆しが見られます。
　産業用施設は、物流やサプライチェーンが引き
続き重要視され、同不動産用途への資本流入が引
き続きバリュエーションを押し上げています。賃
料の高い伸びが予想されることから、同不動産用
途の平均を上回るキャッシュフローの成長が見込
まれます。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　ローレル・ダーキー

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。
※上記は、ＭＳＩＭグループ（モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメント・グループ）の資料
を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
(円／米ドル) 

豪 ド ル 為 替 
(円／豪ドル) 

ユ ー ロ 為 替 
(円／ユーロ) 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

(分配落) 
税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 百万円 
190期(2020年７月10日) 1,363 10 △11.9 27,034 △ 9.1 107.13 △0.6 74.38 △0.6 120.76 △1.2 97.7 136,149 
191期(2020年８月11日) 1,423 10 5.1 28,582 5.7 106.17 △0.9 75.86 2.0 124.48 3.1 98.2 141,056 
192期(2020年９月10日) 1,403 10 △ 0.7 28,438 △ 0.5 106.22 0.0 77.18 1.7 125.40 0.7 98.0 137,642 
193期(2020年10月12日) 1,413 10 1.4 28,915 1.7 105.66 △0.5 76.23 △1.2 124.78 △0.5 98.2 137,792 
194期(2020年11月10日) 1,449 10 3.3 29,101 0.6 105.21 △0.4 76.56 0.4 124.27 △0.4 98.1 139,535 
195期(2020年12月10日) 1,487 10 3.3 29,977 3.0 104.28 △0.9 77.62 1.4 125.97 1.4 97.9 139,791 
196期(2021年１月12日) 1,445 10 △ 2.2 29,730 △ 0.8 104.23 △0.0 80.34 3.5 126.73 0.6 97.2 134,027 
197期(2021年２月10日) 1,528 10 6.4 31,720 6.7 104.62 0.4 80.87 0.7 126.75 0.0 98.4 139,555 
198期(2021年３月10日) 1,579 10 4.0 33,102 4.4 108.57 3.8 83.67 3.5 129.14 1.9 98.0 142,713 
199期(2021年４月12日) 1,663 10 6.0 35,274 6.6 109.75 1.1 83.63 △0.0 130.60 1.1 97.9 148,237 
200期(2021年５月10日) 1,726 10 4.4 36,583 3.7 108.77 △0.9 85.44 2.2 132.32 1.3 98.4 152,455 
201期(2021年６月10日) 1,829 10 6.5 39,072 6.8 109.65 0.8 84.69 △0.9 133.49 0.9 98.7 160,063 
202期(2021年７月12日) 1,832 10 0.7 39,364 0.7 110.17 0.5 82.37 △2.7 130.82 △2.0 98.7 158,039 
203期(2021年８月10日) 1,837 10 0.8 39,871 1.3 110.36 0.2 80.93 △1.7 129.53 △1.0 98.4 156,477 
204期(2021年９月10日) 1,828 10 0.1 39,994 0.3 109.78 △0.5 80.91 △0.0 129.81 0.2 98.2 152,703 
205期(2021年10月11日) 1,781 10 △ 2.0 39,335 △ 1.6 112.30 2.3 82.19 1.6 130.00 0.1 98.6 146,539 
206期(2021年11月10日) 1,880 10 6.1 42,256 7.4 112.86 0.5 83.21 1.2 130.83 0.6 99.0 149,402 
207期(2021年12月10日) 1,886 10 0.9 42,499 0.6 113.47 0.5 81.01 △2.6 128.12 △2.1 98.8 146,806 
208期(2022年１月11日) 1,926 10 2.7 43,676 2.8 115.34 1.6 82.93 2.4 130.70 2.0 98.3 146,949 
209期(2022年２月10日) 1,868 10 △ 2.5 42,312 △ 3.1 115.61 0.2 82.87 △0.1 132.00 1.0 98.2 141,238 
210期(2022年３月10日) 1,821 10 △ 2.0 41,659 △ 1.5 116.01 0.3 84.79 2.3 128.26 △2.8 98.3 137,070 
211期(2022年４月11日) 2,056 10 13.5 46,973 12.8 124.63 7.4 92.79 9.4 135.76 5.8 98.9 151,376 
212期(2022年５月10日) 1,838 10 △10.1 42,768 △ 9.0 130.03 4.3 90.07 △2.9 137.27 1.1 98.0 132,527 
213期(2022年６月10日) 1,839 10 0.6 43,676 2.1 134.22 3.2 95.19 5.7 142.54 3.8 98.5 131,692 
214期(2022年７月11日) 1,796 10 △ 1.8 43,020 △ 1.5 136.47 1.7 93.35 △1.9 138.59 △2.8 97.9 128,185 
215期(2022年８月10日) 1,883 10 5.4 45,538 5.9 135.25 △0.9 94.05 0.7 138.08 △0.4 98.4 133,552 
216期(2022年９月12日) 1,906 10 1.8 46,281 1.6 142.82 5.6 97.75 3.9 143.83 4.2 98.6 134,209 
217期(2022年10月11日) 1,590 10 △16.1 39,160 △15.4 145.77 2.1 91.89 △6.0 141.72 △1.5 97.1 111,594 
218期(2022年11月10日) 1,674 10 5.9 41,875 6.9 146.41 0.4 94.13 2.4 146.66 3.5 98.1 116,987 
219期(2022年12月12日) 1,653 10 △ 0.7 41,583 △ 0.7 136.76 △6.6 92.38 △1.9 143.76 △2.0 98.7 114,940  

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注） 参考指数は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（配当込み）米ドル建ての基準日前営業日の指数

値を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を10,000として指数化したもの
です。 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー
ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。
Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。   
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
(円／米ドル) 

豪 ド ル 為 替 
(円／豪ドル) 

ユ ー ロ 為 替 
(円／ユーロ) 

投資信託 
証  券 
組入比率 

 騰落率  騰落率  騰落率  騰落率  騰落率 

第214期 

(期  首) 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 

2022年６月10日 1,839 － 43,676 － 134.22 － 95.19 － 142.54 － 98.5 

６月末 1,811 △ 1.5 43,003 △ 1.5 136.68 1.8 93.90 △1.4 142.67 0.1 97.2 

(期  末)            

2022年７月11日 1,806 △ 1.8 43,020 △ 1.5 136.47 1.7 93.35 △1.9 138.59 △2.8 97.9 

第215期 

(期  首)            

2022年７月11日 1,796 － 43,020 － 136.47 － 93.35 － 138.59 － 97.9 

７月末 1,885 5.0 45,188 5.0 134.61 △1.4 94.20 0.9 137.25 △1.0 98.0 

(期  末)            

2022年８月10日 1,893 5.4 45,538 5.9 135.25 △0.9 94.05 0.7 138.08 △0.4 98.4 

第216期 

(期  首)            

2022年８月10日 1,883 － 45,538 － 135.25 － 94.05 － 138.08 － 98.4 

８月末 1,837 △ 2.4 44,404 △ 2.5 138.63 2.5 95.14 1.2 139.03 0.7 98.4 

(期  末)            

2022年９月12日 1,916 1.8 46,281 1.6 142.82 5.6 97.75 3.9 143.83 4.2 98.6 

第217期 

(期  首)            

2022年９月12日 1,906 － 46,281 － 142.82 － 97.75 － 143.83 － 98.6 

９月末 1,628 △14.6 39,671 △14.3 144.81 1.4 94.17 △3.7 142.32 △1.0 96.7 

(期  末)            

2022年10月11日 1,600 △16.1 39,160 △15.4 145.77 2.1 91.89 △6.0 141.72 △1.5 97.1 

第218期 

(期  首)            

2022年10月11日 1,590 － 39,160 － 145.77 － 91.89 － 141.72 － 97.1 

10月末 1,737 9.2 43,029 9.9 148.26 1.7 95.05 3.4 147.59 4.1 98.3 

(期  末)            

2022年11月10日 1,684 5.9 41,875 6.9 146.41 0.4 94.13 2.4 146.66 3.5 98.1 

第219期 

(期  首)            

2022年11月10日 1,674 － 41,875 － 146.41 － 94.13 － 146.66 － 98.1 

11月末 1,688 0.8 42,177 0.7 138.87 △5.1 92.79 △1.4 143.58 △2.1 97.9 

(期  末)            

2022年12月12日 1,663 △ 0.7 41,583 △ 0.7 136.76 △6.6 92.38 △1.9 143.76 △2.0 98.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

運用経過
第214期～第219期：2022年６月11日～2022年12月12日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

（百万円）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

2022/６/10 2022/８/８ 2022/10/６ 2022/12/６

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第214期首 1,839円
第219期末 1,653円
既払分配金 60円
騰 落 率 －7.0％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ7.0％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

為替市場において米ドルなどが対円で上昇したことなどが、基準
価額の上昇要因となりました。

上昇要因

インフレの長期化懸念などによる米国を中心とした金融引き締め
などを受け、保有銘柄が下落したことなどが基準価額の下落要因
となりました。
個別銘柄では、データセンターを保有する「DIGITAL REALTY 
TRUST INC（専門特化型／アメリカ）」やシニア住宅などを手
掛ける「WELLTOWER INC（ヘルスケア／アメリカ）」の保有
などが基準価額にマイナスに作用しました。

下落要因

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

第214期～第219期：2022年６月11日～2022年12月12日

投資環境について

先進国リート市況
先進国リート市況は、当作成期を通して
みると下落しました。
当作成期首から2022年８月上旬にかけて
は、当局による金融引き締めペースが鈍
化するとの見方が高まったことに加え、
良好な四半期決算内容などが好感され上
昇しました。その後、インフレ懸念の高
まりを背景に当局が金融引き締めを加速
させたことなどを受けて10月中旬にかけ
て下落しました。米国の10月消費者物価
指数が予想を下回ったことや、11月の米
連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録
で参加者の多くが利上げペースの減速を
支持したことなどを受けて当作成期末に
かけて上昇しましたが、当作成期を通し
てみると下落しました。国・地域別では、
アメリカやイギリスの下落などがマイナ
スに作用しました。不動産用途別では、
景気後退懸念の高まりや金利上昇などを
受けてオフィスや住宅などが下落しまし
た。

為替市況
当ファンドが投資している投資先通貨
（円を除く）は、対円で概ね上昇しまし
た。
米ドルの対円レートは、当作成期首から
2022年７月末まではボックス圏で推移し
ましたが、米連邦準備制度理事会（ＦＲ
Ｂ）による金融引き締めを背景とした日
米の長期金利差拡大などを受けて10月中
旬にかけて上昇しました。その後、長期
金利差縮小などを受けて下落しましたが、
当作成期を通してみると上昇しました。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

― 7 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_946453.indd   703_コメント-費用-TER_10pt_946453.indd   7 2023/01/26   18:12:322023/01/26   18:12:32



9

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（毎月
決算型）
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質外貨建資産に対して為替ヘッジを行い
ませんでした。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。不動産への直接
投資と比較して（純資産価値対比）割安
と判断される銘柄への投資を継続しまし
た。また、配当利回りの高い銘柄を精査
し、配当性向や負債依存度、業績動向な
どを考慮のうえ、割安度合いの修正によ

る価格上昇への確信度に応じて、各国・
地域や各不動産の用途に対する投資配分
や組入銘柄の投資比率を変更しました。
当作成期は、不動産への直接投資と比較
して（純資産価値対比）割安と判断され
る一部の不動産用途を投資妙味があると
判断し、引き続き、小売りなどを高位に
組み入れました。長期金利の上昇に一服
感が見られる中、専門特化型などの組入
比率を引き上げる一方、景気後退懸念の
高まりなどを背景にオフィスなどの組入
比率を引き下げました。
ポートフォリオの個別銘柄では、データ
センターを手掛ける「EQUINIX INC（専
門特化型／アメリカ）」などを新規に組
み入れた一方、集合住宅を手掛ける
「UDR INC（住宅／アメリカ）」などの
全売却を実施しました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、当作成期
首のアメリカ69.8％、日本8.2％、オー
ストラリア5.6％などから、当作成期末に
はアメリカ71.2％、日本9.2％、オース
トラリア6.0％などとしました。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、当作成期首の
小売り22.5％、住宅17.5％、産業用施設
15.4％などから、当作成期末には小売り
24.3％、住宅16.7％、産業用施設15.6％
などとしました。

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、当作成期首の3.45％から
当作成期末には3.89％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪ国際投信作成）

第214期～第219期：2022年６月11日～2022年12月12日

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当ファンド
（ベビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第214期

2022年６月11日～
2022年７月11日

第215期
2022年７月12日～
2022年８月10日

第216期
2022年８月11日～
2022年９月12日

第217期
2022年９月13日～
2022年10月11日

第218期
2022年10月12日～
2022年11月10日

第219期
2022年11月11日～
2022年12月12日

当期分配金
（対基準価額比率）

10
（0.554％）

10
（0.528％）

10
（0.522％）

10
（0.625％）

10
（0.594％）

10
（0.601％）

当期の収益 6 6 3 5 2 1

当期の収益以外 3 4 6 5 8 8

翌期繰越分配対象額 2,607 2,603 2,596 2,592 2,584 2,576

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

（注）投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当
該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありま
すが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはありません。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（毎月
決算型）
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。

ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リート各社の経営内
容などに着目しつつ、不動産への直接投
資と比較して（純資産価値対比）割安と
判断される銘柄への投資を継続していき
ます。また、配当利回りの高い銘柄を精
査し、配当性向や負債依存度、業績動向
などを考慮のうえ、割安度合いの修正に
よる価格上昇への確信度に応じて、銘柄
への投資比率を変更していく方針です。

米不動産用途別の投資判断に関して、需
要が底堅い生活必需品関連のテナントを
有する銘柄や、オンラインショッピング
の受け取り場所として新たな需要増加の
恩恵が期待される銘柄を中心に小売りな
どを選好する一方、在宅勤務の普及など
を受け需給悪化が懸念されるオフィスな
どは慎重に見ています。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

2022年６月11日～2022年12月12日

１万口当たりの費用明細

項目
第214期～第219期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 15 0.864 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (9) (0.502) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (5) (0.307) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.056) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.031 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (1) (0.031)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.004 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (0) (0.004)

(ｄ)そ の 他 費 用 0 0.011 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.007) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 16 0.910

作成期中の平均基準価額は、1,763円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.73％です。

総経費率
1.73％

運用管理費用（投信会社）
0.99％

運用管理費用（販売会社）
0.61％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.02％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（毎月決算型）
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

銘 柄 
第214期～第219期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 260,117 783,286 3,208,757 9,704,751 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月11日～2022年12月12日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（毎月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 

第214期～第219期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 6,972 2,679 38.4 15,889 4,816 30.3 

平均保有割合 95.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 
第214期～第219期 

買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 545 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○組入資産の明細 (2022年12月12日現在) 

 

銘 柄 
第213期末 第219期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 42,374,080 39,425,440 114,369,260 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年12月12日現在) 

項 目 
第219期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 114,369,260 98.7 

コール・ローン等、その他 1,517,460 1.3 

投資信託財産総額 115,886,720 100.0 
 
（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（108,971,544千円）の投資信託財産総額

（120,408,753千円）に対する比率は90.5％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝136.76円 １カナダドル＝100.10円 １ユーロ＝143.76円 １イギリスポンド＝167.20円 

１オーストラリアドル＝92.38円 １香港ドル＝17.56円 １シンガポールドル＝100.94円  

 

  

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第214期末 第215期末 第216期末 第217期末 第218期末 第219期末 

2022年７月11日現在 2022年８月10日現在 2022年９月12日現在 2022年10月11日現在 2022年11月10日現在 2022年12月12日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 129,143,041,143   134,513,892,489   135,187,621,489   112,508,439,862   117,907,174,742   115,886,720,286   

 コール・ローン等 1,528,023,001   1,542,930,172   1,531,727,959   1,435,816,035   1,446,315,403   1,438,162,092   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 127,548,295,625   132,893,229,746   133,538,587,246   111,009,803,610   116,402,216,320   114,369,260,639   

 未収入金 66,722,517   77,732,571   117,306,284   62,820,217   58,643,019   79,297,555   

(B) 負債 957,106,784   961,747,465   978,535,513   913,928,262   919,494,558   946,665,510   

 未払収益分配金 713,648,455   709,113,587   704,039,054   701,717,586   698,809,384   695,368,666   

 未払解約金 58,155,574   68,780,503   68,873,699   46,857,105   56,230,248   74,816,603   

 未払信託報酬 184,569,035   183,119,583   204,887,854   164,619,307   163,718,352   175,743,431   

 未払利息 387   459   1,573   931   3,241   3,477   

 その他未払費用 733,333   733,333   733,333   733,333   733,333   733,333   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 128,185,934,359   133,552,145,024   134,209,085,976   111,594,511,600   116,987,680,184   114,940,054,776   

 元本 713,648,455,502   709,113,587,602   704,039,054,400   701,717,586,472   698,809,384,721   695,368,666,245   

 次期繰越損益金 △585,462,521,143   △575,561,442,578   △569,829,968,424   △590,123,074,872   △581,821,704,537   △580,428,611,469   

(D) 受益権総口数 713,648,455,502口 709,113,587,602口 704,039,054,400口 701,717,586,472口 698,809,384,721口 695,368,666,245口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 1,796円 1,883円 1,906円 1,590円 1,674円 1,653円 
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第214期 第215期 第216期 第217期 第218期 第219期 

2022年６月11日～ 
2022年７月11日 

2022年７月12日～ 
2022年８月10日 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △         21,280   △          7,311   △         26,839   △         34,557   △         38,609   △         57,439   

 受取利息 398   －   －   190   －   －   

 支払利息 △         21,678   △          7,311   △         26,839   △         34,747   △         38,609   △         57,439   

(B) 有価証券売買損益 △  2,133,196,973   7,071,688,447   2,521,784,606   △ 21,274,373,210   6,714,148,034   △    600,088,023   

 売買益 24,190,515   7,099,084,378   2,563,386,174   65,299,726   6,753,809,804   8,674,438   

 売買損 △  2,157,387,488   △     27,395,931   △     41,601,568   △ 21,339,672,936   △     39,661,770   △    608,762,461   

(C) 信託報酬等 △    185,302,368   △    183,852,916   △    205,621,187   △    165,352,640   △    164,451,685   △    176,476,764   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  2,318,520,621   6,887,828,220   2,316,136,580   △ 21,439,760,407   6,549,657,740   △    776,622,226   

(E) 前期繰越損益金 △ 19,749,200,211   △ 22,376,303,560   △ 15,760,796,723   △ 13,634,387,245   △ 35,181,765,988   △ 28,555,941,220   

(F) 追加信託差損益金 △562,681,151,856   △559,363,853,651   △555,681,269,227   △554,347,209,634   △552,490,786,905   △550,400,679,357   

 (配当等相当額) (  186,236,938,815)  (  184,841,562,362)  (  183,237,264,539)  (  182,212,198,023)  (  181,109,060,429)  (  179,661,249,496)  

 (売買損益相当額) (△748,918,090,671)  (△744,205,416,013)  (△738,918,533,766)  (△736,559,407,657)  (△733,599,847,334)  (△730,061,928,853)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △584,748,872,688   △574,852,328,991   △569,125,929,370   △589,421,357,286   △581,122,895,153   △579,733,242,803   

(H) 収益分配金 △    713,648,455   △    709,113,587   △    704,039,054   △    701,717,586   △    698,809,384   △    695,368,666   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △585,462,521,143   △575,561,442,578   △569,829,968,424   △590,123,074,872   △581,821,704,537   △580,428,611,469   

 追加信託差損益金 △562,895,246,393   △559,647,499,086   △556,103,692,660   △554,698,068,427   △553,049,834,413   △550,956,974,290   

 (配当等相当額) (  186,023,615,842)  (  184,558,048,630)  (  182,815,042,885)  (  181,862,668,897)  (  180,550,087,557)  (  179,105,095,051)  

 (売買損益相当額) (△748,918,862,235)  (△744,205,547,716)  (△738,918,735,545)  (△736,560,737,324)  (△733,599,921,970)  (△730,062,069,341)  

 分配準備積立金 26,652,572   54,408,337   17,783,758   61,279,907   62,731,678   41,009,231   

 繰越損益金 △ 22,593,927,322   △ 15,968,351,829   △ 13,744,059,522   △ 35,486,286,352   △ 28,834,601,802   △ 29,512,646,410   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 716,176,270,574円 

作成期中追加設定元本額 11,497,592,776円 

作成期中一部解約元本額 32,305,197,105円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.1653円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は580,428,611,469円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2022年６月11日～ 
2022年７月11日 

2022年７月12日～ 
2022年８月10日 

2022年８月11日～ 
2022年９月12日 

2022年９月13日～ 
2022年10月11日 

2022年10月12日～ 
2022年11月10日 

2022年11月11日～ 
2022年12月12日 

費用控除後の配当等収益額 472,085,317円 453,449,461円 245,514,637円 394,473,992円 141,634,416円 117,822,080円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 186,237,710,379円 184,841,694,065円 183,237,466,318円 182,213,527,690円 181,109,135,065円 179,661,389,984円 

分配準備積立金額 54,121,173円 26,427,028円 53,884,742円 17,664,708円 60,859,138円 62,260,884円 

当ファンドの分配対象収益額 186,763,916,869円 185,321,570,554円 183,536,865,697円 182,625,666,390円 181,311,628,619円 179,841,472,948円 

１万口当たり収益分配対象額 2,617円 2,613円 2,606円 2,602円 2,594円 2,586円 

１万口当たり分配金額 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

収益分配金金額 713,648,455円 709,113,587円 704,039,054円 701,717,586円 698,809,384円 695,368,666円 

④「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。   
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ワールド・リート・オープン（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第214期 第215期 第216期 第217期 第218期 第219期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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